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Ⅰ．　は　じ　め　に

　ドイツ帝国の成立に伴って１８７６年に創設されたライヒスバンクの初代総

裁ヘルマン・フォン・デヘンド（Hermann von Dechend）は，最初の年次

報告書において，「ドイツ全土はライヒスバンクによって，一つの振替地

（ein Giroplatz）になった」と述べた１）。後発資本主義国ドイツの中央銀行

であるライヒスバンクは，１８７５年銀行法第１２条において，「帝国全域での貨

幣流通を統括し，支払の相殺を簡便にし，利用可能な資本の活用に努める」

ことを使命と定められており，同行は，発券業務以外に，全国に支店網を

構築して非銀行とも手形割引取引やロンバード取引を行うことで，この政

策課題を果たそうとしたのである。デヘンド総裁の評価は早計に過ぎると

思われるものの，長く小邦国が分立していたドイツにおいて，中央銀行自

らが広範なジーロ取引を展開し，全国的な振替決済網を構築することもそ
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（受付　２０１２年　10　月　30　日）

 １）　Von Georg Obst, Organisation des Zahlungsverkehrs, Leipzig,Verlag von Carl 
Ernst Poeschel, １９０１, S.１１.



の一つであった２）。本稿では，このライヒスバンクのジーロ取引について検

討することとする。

Ⅱ．　口座数および預金額の動向

　“Giro”とは，輪，円，巡回を意味するギリシャ語“guros”に由来する言葉

であり，振替決済システムとしての小切手制度との基本的な違いは，支払

人が受取人の口座に直接貸方記帳するよう銀行に指図する点にある３）。す

なわち，支払人がイニシアチブをとって行われる支払取引である。

　ライヒスバンクにおけるジーロ口座の開設申請は，申請者の居住地が属

する区域のライヒスバンク支店でなされる４）。同行は支店網の拡充に積極

的であり，大支店（Reichsbankhauptstelle）は１８７６年の１６から１９１０年に２０

と微増であるものの，中支店（Reichsbankstelle）は１８７６年の４３から１９１０年

には７６と５０％以上も増加しており，とりわけ小支店（Reichsbankneben-

stelle）のうちジーロ取引が行われるものの増加は著しく，１８７６年に３で

あったものが１８８６年に６１，１８９６年に１８５，１９０６年に３５８，１９１０年に３７９と激

増し，ライヒスバンクは１９１０年には本店を除いて４７５の拠点を数えるまでに

至っている５）。

　同行はジーロ取引開始当初，これを帝国全土に普及させるため，非口座

保有者による口座保有者への送金に限り手数料なしで扱っていたが，１８８４

年以降は手数料を課すようになった。口座保有者は最低預金を課せられ，
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 ２）　Manfred Pohlによれば，ライヒスバンクの全取引にジーロ取引が占める割合
は，１８７６年初めには４０％を超える程度であったものが，１９１３年には９０％足らずに
まで拡大した。Manfred Pohl, “Festigung und Ausdehnung des deutschen 
Bankwesens zwischen １８７０ und １９１４”, Deutsche Bankengeschichte, Bd.２, Fritz 
Knapp Verlag, Frankfurt am Main, １９７０, S.２５３.

 ３）　Dennis W. Richardson, Electric Money: Evolution of an Electronic Funds-
Transfer System, The MIT Press, １９７０, p. １４６.

 ４）　Obst, a.a.O., S.１２.
 ５）　Die Reichsbank, Die Reichsbank １８７６–１９１０, Berlin １９１２, Tb. ４０.



また，民間銀行がジーロ預金に対して付利を行うのに対して，ライヒスバ

ンクでは最低預金のみならずジーロ預金に対して付利は行われない。

　次に，ライヒスバンク・ジーロ口座の動向を確認しておこう。図１は

ジーロ預金残高（年末値）と銀行券流通高（年平均値）を比較したもので

ある。両者ともドイツの経済的発展を反映して基本的に増加傾向を示して

いることがわかる。金額としては銀行券流通高の方がはるかに大きいもの

の，ジーロ預金残高も急速に増加しており，銀行券流通高に対する比率は，

１８７６年に２．８％，１８７７年に１３．３％であったものが，１８８５年以降は２０％台に

達し，１９００年以降は３０％台半ばを推移するようになり，支払取引における

銀行券への依存を軽減することに貢献していると思われる。

　ジーロ預金残高と銀行券流通高の対前年伸び率を見てみると６）， ５年ごと
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図 １　ジーロ預金残高と銀行券流通高の推移

（資料）Die Reichsbank, Die Reichsbank 1876–1910, Berlin １９１２, Tb １６ und ３６.
（注）ジーロ預金残高は年末値，銀行券流通高は年平均値

 ６）　１８７６年から１８７７年のジーロ預金残高の増加率が３８６％と極端な数値であり，以
降の比較が図示しにくいので，図１から除外してある。



にそれぞれ，１８７６～１８８０年が１２．１２％と２．３１％，１８８１～１８８５年が６．９５％と

－０．２０％，１８８６～１８９０年が７．６６％と６．２９％，１８９１～１８９５年が２．４０％と

２．２４％，１８９６～１９００年が７．２７％と０．７９％，１９０１～１９０５年が３．８９％と３．２５％，

１９０６～１９１０年が３．７０％と３．７６％，となっており，１８８６～１８９５年の時期およ

び１９００年代を除いてジーロ預金残高伸び率が銀行券流通高伸び率を上回っ

ている。また，興味深いことに，１８９１～１８９５年と１９００年代以外では，二つ

の伸び率が逆相関を示すことが多く，両者が代替的な関係を有していたこ

とを推測させる７）。
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 ７）　「ライヒスバンクも１９０６年までは額面１００マルク以上の銀行券だけを発行してい
ればよいことになっていた。この銀行券は，後に発行されたより小額面の銀行券
に比べ，一般に還流までの時間が極めて短かった。実際は商取引分野のみに流通
していたのである。」Deutsche Bundesbank, Währung und Wirtschaft in 
Deutschland 1876–1975, Frankfurt am Main, Fritz Knapp, １９７６, S. ２６.（呉文二・
由良玄太郎監訳『ドイツの通貨と経済─１８７６～１９７５年─上』東洋経済新報社，
１９８４年，３４頁）

図 ２　民間預金口座と公的預金口座の推移

（資料）Ebenda, Tb 40.



　次に民間取引と公的取引について，口座数と平均預金額を確認してみる

（図２）。公的口座を部分的に含む民間口座に関しては１８７６年からの年末値

のデータがあるが，民間取引と公的取引の数値の分離は１８９６年４月１日以

降に行われ，民間口座と公的口座を含む全体の数値は１８９６年以降のみ年末

値が存在する。従って，公的口座に関する数値は同期間について得られる

のみである。民間口座数は１８９６年の１１，７８７から，１９０６年１８，９６６，１９１０年に

１９，６０９と１９００年代後半になると増加率は鈍化するものの，順調に増えてい

る。一方，公的口座は１８９６年に５０５，１９０６年４，４２１，１９１０年に５，３７３となっ

ており，増加数は民間に比べて少ないものの，高い増加率を示している。

　民間口座の平均預金額は，１８９６年の２７，１７０８マルクから徐々に低下し，

１９０３年以降は２０，０００マルクを少し超える程度で安定的に推移している。公

的口座は，１８９６年の３２，８７４マルクから１９００年前後に３５，０００マルクまで上昇

したものの，その後は１９０９年を例外として２５，０００マルク程度となっており，

一貫して民間口座よりも高い数値を示している。

　ジーロ口座保有者の業種別口座数および預金額を３時点について示した

ものが表１である。口座数でみると１９００年時点では民間口座は公的口座の

７倍以上であったが，その比率は徐々に低下している。この傾向は預金額

においてはさらに著しく，１９００年時点では民間口座は公的口座の１．６倍あっ

たが，１９１０年に至ると両者の比率が逆転しており，ライヒスバンク・ジー

ロ取引において公的取引の比重が高くなってきたことが分かる。

　同表は民間口座の業種別動向も示している。農業は口座数も少なく，預

金額でも同様に僅かな比率であるに過ぎない８）。口座数が最も多いのが工

業で３７～４０％，次いで商業・運輸・保険の３２～３６％であり，貨幣・信用制

度は１６～１７％を占める程度である。一方，工業は預金額では２１～２８％と比
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 ８）　農業において支払取引の需要が少なかったのではなく，この分野は主として信
用協同組合（Kreditgenossenschaft）によって担われており，農業経営者と信用協
同組合との支払取引が組合制度内部で決済された残りの取引が「貨幣・信用制度」
の「その他」に反映されることになる。Max Muß, a.a.O., S.３８.
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表１　ジーロ口座保有者の業種別口座数・預金額
（単位：マルク）

預　金　額口　座　数

１９１０年１９０８年１９００年１９１０年１９０８年１９００年
a）民間預金

１，７７２，１６９２，１４３，６５９９２３，４２０３５０３６９１８３農業
７１，９３６，２０３７０，１０６，２７２５１，６５７，１２２７，６７６７，７６３５，１８９工業
３５，８４５，８８７３５，９５２，４３９３６，９８１，３２５６，２７６６，３６６４，８９８商業，運輸，保険

貨幣・信用制度
８９，９８５，６２５９３，８３８，２７６１４２，１２６，０７１９９８９３６２，４７０株式銀行
５３，０１０，５９７４０，４９６，８５６２，４５３２，３１１その他
６，１５９，４４７１５，６３４，５０７８，４１０，７４６１，１５３１，１３８９４９その他（団体，財団，個人等）
１，１１２，８４８２，１３６，２５０５０４５３３別段預金・寄託者口座
２５９，８２２，７７６２６０，３０８，２５９２４０，０９８，６８４１９，４１０１９，４１６１３，６８９小　　計

b）公的預金
２９４，７６３，４５２１７１，２３２，０２１１４７，９８６，０９２５，２９６４，６５９１，８３７公庫および帝国・州邦官庁
８，５２７，１８４８，８３２，５７４６７９５８８地方自治体官庁
３０３，２９０，６３６１８０，０６４，５９５１４７，９８６，０９２５，９７５５，２４７１，８３７小　　計
２５９，８２２，７７６２６０，３０８，２５９２４０，０９８，６８４１９，４１０１９，４１６１３，６８９a）民間預金
３０３，２９０，６３６１８０，０６４，５９５１４７，９８６，０９２５，９７５５，２４７１，８３７b）公的預金
５６３，１１３，４１２４４０，３７２，８５４３８８，０８４，７７６２５，３８５２４，６６３１５，５２６合　　計

平均預金額

１９１０年１９０８年１９００年
a）民間預金

５，０６３５，８０９５，０４６農業
９，３７２９，０３１９，９５５工業
５，７１２５，６４８７，５５０商業，運輸，保険

貨幣・信用制度
９０，１６６１００，２５５５７，５４１株式銀行
２１，６１１１７，５２４その他
５，３４２１３，７３９８，８６３その他（団体，財団，個人等）
２，２０８４，００８別段預金・寄託者口座
１３，３８６１３，４０７１７，５４０小　　計

b）公的預金
５５，６５８３６，７５３

８０，５５９
公庫および帝国・州邦官庁

１２，５５８１５，０２１地方自治体官庁

５０，７６０３４，３１８８０，５５９小　　計
１３，３８６１３，４０７１７，５４０a）民間預金
５０，７６０３４，３１８８０，５５９b）公的預金
２２，１８３１７，８５６２４，９９６合　　計

１９１０年１９０８年１９００年１９１０年１９０８年１９００年構成比
a）民間預金

０．７％０．８％０．４％１．８％１．９％１．３％農業
２７．７％２６．９％２１．５％３９．５％４０．０％３７．９％工業
１３．８％１３．８％１５．４％３２．３％３２．８％３５．８％商業，運輸，保険

貨幣・信用制度
３４．６％３６．０％５９．２％５．１％４．８％１８．０％株式銀行
２０．４％１５．６％１２．６％１１．９％その他
２．４％６．０％３．５％５．９％５．９％６．９％その他（団体，財団，個人等）
０．４％０．８％２．６％２．７％別段預金・寄託者口座
１００．０％１００．０％１００．０％１００．０％１００．０％１００．０％小　　計

b）公的預金
９７．２％９５．１％１００．０％８８．６％８８．８％１００．０％公庫および帝国・州邦官庁
２．８％４．９％１１．４％１１．２％地方自治体官庁
１００．０％１００．０％１００．０％１００．０％１００．０％１００．０％小　　計
４６．１％５９．１％６１．９％７６．５％７８．７％８８．２％a）民間預金
５３．９％４０．９％３８．１％２３．５％２１．３％１１．８％b）公的預金
１００．０％１００．０％１００．０％１００．０％１００．０％１００．０％合　　計

（出所）Max Muß, Der bankmäßige Zahlungsausgleich in Deutschland， １９２２， S．３９．
（注）それぞれ，１９００年は５月７日，１９０８年は３月３１日，１９１０年は７月１５日の数値である。
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率を下げ，商業・運輸・保険の比率は１４～１５％とさらに大きく低下してい

る。このことを反映して，商業・運輸・保険の平均預金額は工業の半分強

となっている。そして貨幣・信用制度が５０％以上，株式銀行だけでも３分

の１強の比重を占めており，平均預金額でも公的口座を大きく上回ってい

る。ライヒスバンク・ジーロの民間取引は，工業や商業・運輸・保険の分

野においてそれなりの役割を果たしているものの，銀行の支払取引が大き

なウェイトを占めていたのである。

Ⅲ．　取　引　動　向

　ライヒスバンクのジーロ取引は，資金の受入（Einnahme）と払出（Aus-

gage）の両面に分かれ，その各々について，「現金取引（Barzahlung）」，

「口座保有者との差引計算（Verrechnung mit den Konteninhabern）」，「同

地移転（Plazübertragung）」（同地取引），「他支店からのおよび他支店への

移転（Übertragung von und nach anderen Bankanstalten）」すなわち「隔

地取引（Fernverkehr）」の４つに分類されている。

　まず，図３によって取引総額（資金の受入と払出の合計）の推移を見る

と，既述の口座数および預金残高の動向と同様に急激な増加傾向を示して，

１８７６年の１６７億マルクから１９１０年の３，１４１億マルクまで１８．８倍（平均増加率

は８．８％）になっている。ただし，対前年変化率は循環的な変動を示してお

り，例外はあるものの，概ね好況期には増加率が高く，不況期には低くなっ

ているように思われる９）。

　民間取引と公的取引について，両者の数値が得られる１８９６年以降の取引

額の推移をみると（図４），一貫して民間取引の規模が圧倒的に大きい。対

前年変化率は，この規模の差を反映して全体の取引額と民間取引額の変動

が概ね等しくなっている。従って，景気循環に伴う取引額の変動は主とし

て民間取引において生じていることになる。公的取引額の変化率は民間取
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 ９）　好況期・不況期の区分は，石見　徹『ドイツ恐慌史論』有斐閣，１９８５年，９４頁，
表 ２–１ に基づいた。



引とは異なる変動を示すことも多い。この期間の平均増加率は民間取引額

が６．６％であるのに対して公的取引額は１８．０％に達している。公的取引にお
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図３　ライヒスバンク・ジーロ取引総額と対前年変化率

（資料）Die Reichsbank, a,a,O., Tb 38.

図４　民間取引と公的取引の推移

（資料）Ebenda, Tb 40.



ける増加率が高いことは既述の口座数の推移と同様であるが，公的取引額

は１８９６～９９年に対前年比４０～５０％と極めて高い増加率を示しているものの，

１９００年代に入ると平均増加率は１０．７％に低下してくる。同期間の民間取引

額平均増加率は５．６％である。こうして，１８９６～１９１０年間に，民間取引が

２．５倍になる一方で，公的取引は１０倍に激増している。それゆえ，民間取引

に対する公的取引の比率は，１８９６年の７．５％から急激に上昇して，１９００年に

は２０％を超え，１９０９年には３０％台に達している。既に確認したように，ラ

イヒスバンク・ジーロ取引において公的取引の比重が高くなってきたこと

が分かる。ただし，口座ごとの年間平均取引額では少し様相が異なってお

り，民間取引では１８９６年の８００万マルクから１８９８年の９７０万マルクへと急増

し，１９０２～０３年に８５０万マルクへと減少した後に１９０５年９７０万マルク，１９０７

年１，０６９万マルクと回復し，１９１０年に１，２２０万マルクへと増加したのに対し

て，公的取引は１８９６年に１，４５６万マルクと民間の１．７倍の取引額があり，翌

年の減少を挟んで，取引額は１，５００～１，６００万マルク，対民間比１．７倍を有し

ていたが，１９０３～１９０５年には取引額が１，０００万マルク台に減少し，その後増

加して１９１０年に１，３９３万マルクに回復したものの，対民間比は１．１倍前後に

低下しており，民間取引と公的取引の平均的な取引規模の差が縮小してい

る。

　次に，ライヒスバンクの分類による各項目の動向を見てみるが，同行資

料の統計数値の取り扱いについて注意が必要である。まず，現金による受

入および払出である「現金取引」については，受入面で１８９３年までロン

バード貸付による入金記帳が，さらに１８８５年までは手形割引による入金記

帳も含まれており，したがって，実際に現金で取引が行われたものは１８９３

年以降の数値に反映されている。口座保有者による差引計算については，

１８８６～１８９２年までの数値は手形割引によるもののみで，それ以前は現金取

引に記帳されていたものである。１８９３年は，受入面ではロンバード貸付や

有価証券業務および交換決済取引Abrechnungsverkehrなどにより記帳され
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た数値であり１０），払出面では反対債権の精算のために用いられ口座記帳の

みが行われる計算小切手（Verrechungsscheck）１１）であるが，以前はこれら

の数値の一部は「現金取引」に一部は「同地取引」に含まれている。同地

取引は，同一の場所で記帳された口座間のジーロ振込であり，大支店と下

位の支店および後者とさらに下位の支店との間の取引を含むが，１８９２年末

までは，交換決済取引から生じた入金ないし引落記帳を部分的に含んでい

る。隔地取引は，異なる銀行区域 Bankbezirkの口座保有者間で赤色小切手

roter Sheckに基づいて行われたジーロ取引であり，受入面では非口座保有

者からの入金を含んでいる一方で，払出面では非口座保有者のライヒスバ

ンク以外のジーロ口座への支払は含まれていない。

　したがって，同行の統計数値に基づく比較は，厳密性の点で問題があり，

特に１８９３年より前の現金取引および口座保有者による差引計算については

本来の分類とは異なっているのであるが，この点に注意すれば，概括的な

動向を知ることはできるであろう。

　まず，構成項目別の取引件数について１８９３～１９１０年の推移を示したもの

が図５である。現金取引については微増，口座保有者による差引計算取引

は１９０１～１９０７年に若干減少しているが基本的に水準は変わらない。大きな

変化が見られるのが，同地取引と隔地取引であり，同地取引は１８９８年に２００

万件に達すると，翌年に３７０万件，１９０３年４２０万件，１９０５年５００万件，１９０７

年６００万件，１９１０年７００万件と急増している。さらに隔地取引は，１８９３年時

点で他の取引が１４０～１６０万件であるのに対して３７０万件と，もともと件数が

多かったが，１９００年には７４０万件へと倍増し，その後も１９０３年８７０万件，
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１０）　１８８３年以降，何らかの取引によりライヒスバンクから顧客に支払われた金額は
すべて，まず顧客の口座に入金記帳されることとなった。Max Muß, a.a.O., S.３６.

１１）　計算小切手は，現金小切手に対する用語で，「銀行はこのような小切手が提示
された場合には，現金で支払うことができず，口座の記帳の方法のみで支払うこ
とができる。したがって，銀行に口座を有しない者は，この小切手の換金方法が
ないわけで，機能的には，線引小切手（gekreuzter Scheck）と同じ働きをする」。
後藤紀一・Matthias Voth著『ドイツ金融法辞典』信山社，１９９３年，３２７頁。



１９０４年９６０万件と増え続け，１９０５年には１，０００万件台に乗せ，１９１０年には

１，４００万件に迫っている。

　次に，構成項目別の取引金額の推移を見てみる（図６）。全ての項目につ

いて取引額は著しく増加しているが，現金取引は１８９３年に１５９億マルクと取

引額が最も少なく，１９１０年が３８１億マルクと２．３９倍（平均増加率５．２５％）の

増加であるのに対し，口座保有者による差引計算取引は１８９３年の２３４億マル

クから１９１０年に７９４億マルクの３．３８倍（同７．４４％）と，より伸び率が高い。

隔地取引は２２０億マルクから３．９５倍（同８．４２％）へとさらに伸び率が高く，

そして同地取引が，１８９３年の２０８億マルクから１９１０年の１，９４０億マルクへ

５．２５倍（同１０．２４％）の最も著しい増加を示している。

　１件当たり平均取引額を比較すると，１８９３年では，現金取引はおよそ

１０，０００マルク，口座保有者による差引計算取引と同地取引が１４，０００マルク，

最も少ないのが隔地取引で６，０００マルク程度である。隔地取引は取引金額が

増加する一方で取引件数も急増しているため，その後の変化をみても平均

取引額は僅かに増えている程度である。同様のことは１８９６～９８年に一時的
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図５　構成別取引件数の推移

（資料）Ebenda, Tb 38.



に上昇しているとはいえ同地取引にも当てはまる。現金取引は取引金額ほ

どには取引件数が増えていないため，上昇傾向を続け，１９１０年には１．５倍の

１６，０００マルク程度になっている。最も大きな変化を示しているのが口座保

有者による差引計算取引である。取引件数の水準が変わらないにもかかわ

らず取引金額はかなり伸びているため，平均取引額は他項目とは著しく異

なる急速な上昇傾向を示して，１９１０年には３．３倍の４７，０００マルクにまで達し

ている。

　次に各項目の構成比についてみると（図７），現金取引の比率は傾向的に

低下しており，１８９３年に１９．４％と２割程度であったものが，１９０５年に

１５．５％，１９１０年には１２．１％まで比重を低下させている。口座保有者による

差引計算は，１９００～１９０８年にかけて２０％程度まで比率を低下させているが，

その以外の時期には概ね２５％程度を占めている。同地取引は１８９３年の２５％

程度から１９１０年の３５％程度へと増加傾向を示しているが１２），これはライヒ
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図６　構成別取引金額の推移

（資料）Ebenda, Tb 38.

→

１２）　なお，同地取引はこの直前の１８８４～９２年にかけて３５～３７％の高い比率を示して
いた。同時期には１０％以下であった口座保有者による差引計算が１８９３年以降は
２０％を超えているので，後者の取引の一部が前者に含まれていたのかもしれない。



スバンク支店網の拡充を反映していると思われる。ジーロ取引が行われる

支店数はこの間に２２４から４７５へと倍増している。そして隔地取引は１８９３年

の２６．８％から翌年に２８％へと上昇し，さらに１９００～１９０５年に３０％台を超え

たが，その後は２８％台に戻っている。比較的安定していた同地取引と隔地

取引の対比は，前者の取引額の急増によって，格差の拡大を示している。

Ⅳ．　ライヒスバンク・ジーロにおける貨幣節約の状況

　こうして現金によらない取引の割合（現金取引を除く各項目の構成比合

計）は，１８９３年の８０．６％から１８９８年に８３．４％，１９０５年に８４．５％とへ上昇し

て，１９１０年には８７．９％に達することとなり，ライヒスバンクの全ジーロ取

引の９割近くが無現金的に執行されることとなったのである。ここでは，

ライヒスバンクのジーロ取引における貨幣節約の状況について確認してお
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図７　ライヒスバンク・ジーロ取引の構成比

（資料）Ebenda, Tb 38.

また，１８８３年から始まって１９１０年には２０か所を数えるまで開設されていった公的
手形交換所での取引が，同地取引とどのような関連を持ち，どのような影響を及
ぼしたかについては，現時点では残念ながらよく分からない。

→



きたい。

　まずは，現金取引そのものの動向である。既に見たようにライヒスバン

ク・ジーロのなかで現金取引の比重は低下しているのであるが，取引規模

自体は，無論，拡大している。そして，受入と払出を比較すると，現金取

引では一貫して受入を払出が上回っていた１３）。つまり，現金取引ではライ

ヒスバンクは常に現金流出にさらされていたのである。

　現金取引における受入と払出の時系列的変動をみておく（図８）。ただし，

１８９３年以降の数値がより信頼性の高いものであることは既述の通りである。

なお，取引件数については１８７９年以降しか数値が存在しない。１８７６年に受

入金額３２億８，５００万マルク，払出金額３３億１，７００万マルクから始まり，払出

が多い傾向を維持したまま取引金額は次第に増加していったが，１８８６～８７

年に両者とも減少した。ただし，その程度は受入金額においてはるかに大
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１３）　口座保有者による差引計算と隔地取引では逆に受入の方が多い。同地取引では
全く同額となる。

図８　現金取引における受入と払出の動向

（資料）Ebenda, Tb 36–37.



きかった。取引件数については，当初は払出の方が多かったが，１８８６～

１８９２年に受入が極めて顕著な増加を示した一方で，払出はむしろ１８８６年に

減少した。それゆえ，平均取引額では１８８５年までは受入の方が多かった

（１８８５年に受入１４，７４９マルク，払出１３，６２８マルク）が，これを境に逆転し

（１８８６年に受入５，９６１マルク，払出１９，０９７マルク），払出平均額の方が多い状

況が１９１０年まで持続する。その後，取引金額は差額が拡大するかたちで両

者とも増加を続けたが１８９３年には共に減少する。減少幅は払出の方が少し

大きかったが，受入金額の方がそれまでの規模が小さかったので，減少割

合は大きかった。両者の差額は一旦は縮まったが，払出の回復の方が早

かったため，再び拡大していった。一方，取引件数は，１８９３年に両者とも

７０万件台に減少し，件数の格差は一気に縮小した。さらに払出の取引件数

が急速に増加したため，１８９９年以降は払出の方が上回るようになった。平

均取引額では１８８６年に１３，１３５マルクまで拡がっていた差が，受入平均額が

上昇するかたちで，１８９３年５，３１８マルク，１９０１年１，６０１マルクへと急速に縮

まり，１９０１年以降は安定的に推移している。

　この結果，現金取引における受入と払出の差額は，１８７６年当初は３，０００万

マルクであったものが，翌年には５億９，９００万マルク，１８８０年に１０億マルク，

１８８６年に２５億マルク，１８８８年に３０億マルクを超えるまで拡大した。１８９３年

以降でも，翌年は２８億マルクへと減少するものの，その後は再び増大して

４０億～５０億マルク程度で推移し，１９０７年には６４億マルクにまで達したので

ある。もっとも，これ以降は差額が次第に減少して１９１０年に３５億マルクに

戻っている。

　こうしてライヒスバンクが用意しなければならない支払準備の絶対額は

巨額に上ったのであるが，現金取引総額に占める受払差額の割合という観

点からは異なった姿が見えてくる。この割合は受払ともに増加していた

１９８５年までは５～８％で推移していたが，１８８６年以降１５～２０％に急上昇し，

９６～９８年には２２％前後まで上昇したものの，受払差額に比べて現金取引の

規模が拡大したためにその後は低下していき，１９０１年からは１５％前後で推
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移し，受払差額が最も増大した１９０７年でも１６％であり，以降は１９１０年に

１０％を切るまで低下していった。取引規模の拡大によって受払差額の絶対

額は増大しても，準備すべき現金の比率からすれば，さほど深刻な事態に

はならなかったと推測されるのである１４）。また現金受払差額をジーロ取引

全体との比率で見れば，もっとも上昇した１８８６～９２年でも５％程度に過ぎ

ず，１９０１年以降は２～３％で推移している。

　取引規模が拡大しても同一通貨の使用頻度が高まれば，必要貨幣量は増

大しない。貨幣の流通速度（回転率）の問題である。そこで次に，ジーロ

取引において預金がいかに効率的に利用されたかを見るために，預金の使

用頻度，すなわち預金の流通速度（回転率）を確認してみよう。全項目の

取引総額でみた平均預金１マルク当たりの取引額の推移を示したものが図

９である。ただし，既述の通り，民間取引と公的取引を合わせた取引全体

の数値が得られるのは１８９６年以降であり，１８９５年以前の民間取引には公的

取引が一部含まれている。

　変動を繰り返しながらも（取引総額の変動とは一致しない），増加傾向を

示していることが分かる。民間取引は１８９６年に３００マルクを超えるとその後

は急増して，１９０３年に４００マルク，１９０７年に５００マルクを超えている。取引

全体についても，１９０３年以降急伸している。取引総額の増大に対して，よ

り少ない預金で効率的に取引が遂行されていたのである。

　平均預金１マルク当たりの取引額のうち，振替（Überschreibung）ない

し差引計算によって，すなわち無現金的に取引された金額の比率をみると，

民間取引については，１８８６～９５年しか数値が存在しないが，１８８６～９２年に

は７０％前半であった比率が９３年以降は８０％になっている。取引全体でも９６

年の８１．５％に始まり，１９９８～１９０４年は８３％台を推移していたものの，その

後は翌年の８４．５％から１９１０年には８７．９％になるまで比率を上昇させている。

ライヒスバンク・ジーロにおける無現金的支払取引が拡大していく状況が
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１４）　さらに言えば，現金流出といっても重要なのは本位貨幣の比率であるが，ライ
ヒスバンク・ジーロにおける通貨の構成比は分からない。
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図９　平均預金１マルク当たりの取引額の推移

（資料）Ebenda, Tb 40.

図１０　受入金額がジーロ口座に留まる平均日数

（資料）Ebenda, Tb 40.



表れている。

　また，受け入れた金額がジーロ口座に留まる平均日数を示したものが図

１０である１５）。民間取引よりも取引全体において日数が長くなっているのは，

公的取引における回転率が民間取引に比べて低いためであろうと推測され

る。民間取引についても取引全体についても１８９６年以降に平均日数が急速

に短期化しており，預金回転率の向上がこの時期に進展していることを確

認することができる。

Ⅴ．　結　　　　　び

　以上，ライヒスバンクによるジーロ取引の構築・拡大の状況を概観して

きた。同行による積極的な育成策もあり，口座数・預金額・取引件数・取

引金額とも急伸して，ライヒスバンク・ジーロは顕著な発展を遂げた。ま

た，全国的に展開されたこの公的決済網において無現金的支払取引の拡充

にも成功し，同行は膨大な取引を遂行するための現金を節約することがで

きたのである。同行に課せられた政策的課題は，一定程度果たせられたと

評価できるであろう。

　ただし，１８９０年代半ば以降になると，その内容に幾つかの変化が生じた。

その一つとして無現金的支払取引の急速な進展の他に，公的取引の比重の

上昇が見られた。これは公的取引そのものの拡大を反映しているとともに，

民間取引の相対的な伸びの鈍化を表しているのではないかと考えられる。

無論，この時期のドイツ経済は著しい発展を遂げており，それに伴って民

間の支払取引は拡大していると考えられるのであるが，その全てがライヒ

スバンク・ジーロにおいて遂行されるわけではない。

　既述のように，貨幣・信用制度の平均預金額は民間預金全体の５０％以上，

なかでも株式銀行は３分の１強の比重を占めており，多額の取引を行って

いたことが推測される。株式銀行，すなわち銀行業務と証券業務を兼営す

100─ ─

修道商学　第　５３　巻　第２号

１５）　この日数Ｘは，次の式より算出される。Ｘ：３６０（日）＝平均預金額（不確定無
効ジーロ入金記帳 schwebende Giroübertragungを除く）：受入総額



る信用銀行は，１８９０年代後半からベルリン大銀行を頂点とする銀行グルー

プを形成していった。信用銀行の預金額はこの時期に急増し，信用銀行に

よる民間支払決済システムもまた飛躍的に発展したのである。

　信用銀行が民間支払取引を取り込み，銀行グループ内部で決済できるよ

うになれば，ライヒスバンク・ジーロにはその差額のみが持ち込まれるこ

とになる。また，信用銀行は，ライヒスバンクにとって取引相手であると

同時に，民間に対する信用供与においては競合関係にある。信用銀行によ

る対民間信用供与の強化および支払決済システムの構築は，ライヒスバン

クと信用銀行の関係に，重要な変化を及ぼさざるを得ない。だが，これら

の問題については，稿を改めて論ずることとしたい。

101─ ─

仲村：ライヒスバンクのジーロ取引




